
令和9年度豊橋技術科学大学第3年次入学者選抜学力検査問題

専岡科

注

1 試験開始d)合図主で,こd叶剖題冊イ●鰯珠キj・司紙を開いてはいけ主せん。

事項

2 闇題冊子の枚数は,表紙,草稿用紙を含めて7枚です。

目

3 問題冊・fとは別に解符用紙が5枚あります。

( 1

4 闇題は4N打あります。令朧y解答Lてください。

機械工学)

試験開始の介図の後すぐに, tべてdy界答片絲氏の所定のC郭折に受験番号を記入してください

6 解答はし、ず各問題別の解答Π孫氏の所定の欄に記入してください、裏面には記入Lないでくださ

7 落丁,乱、1、,印刷不鮮明の僧i所などがあれぱ,ただ1メこ申 L出てください_

8 問題冊、rの余白は草稿用として使用しても構い主せん。

9 試験終Υ時刻主で退出してはいけません。

10 問題冊・fは持ち帰っぐください。
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In(2)= 0.693 を用いよ。
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( 2 ) 状態 1から状態2への過程 において

位を四捨五入して求めよ
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鉄を主b戈分上する鋼で2mass%まで炭素を含有するものを炭素鋼上呼ぶ。炭素銅

秦を固溶できる[11Ξ1ヨ構造の区1^,低温域で炭素をは,漕"品域で2mass%まで 炭

固溶しない[11^機造の[1三ヨ,鉄と炭素の化合物である1^,11^とj炎

E^が 成される,よと 融点以下ではイ)ー 、、
0 ノ

の加 突奥 却 る熱処理温 を調 こよって史、要な組織と 金度を得ること 、、

できる 0

熱処理には,凝固組織を均・にして特性のぱらっきを少なくするために銅を

[1^域まで加熱し牢冷する1^ヨ,鋼をE11^域ま 加熱した後にゆっくり冷で

却して鋼材に展延性を与・える1^ヨ,1^1]域から急冷す

に固溶した[111ヨ組織を牛成する[^,11^した ままでは硬
あるため[1^を生成 L ないA1変態点以下の温度まで加熱して冷却することで

微細な[11^ヨが均一に分散した組織とする[11^]がある。
鋼を製品として使用するためには,'、要な形状への加工,耐食性などの機能付

与が広、要である。そのために,変形加工,除去加上,付加加工が行われる。変形加

工には,型に流し込み冷やし固める11^力U工や圧力を加えて成形する[111^力U
工がある。また,除去加工には,{jUれ刃のっいた工具を用いる E1亙1ヨ加工や砥*立
を用いた砥粒加工がある。付加加工には,複数の材1斗をっなぐ援合加工と表面を

加上して厩材とは異なる機能を付与する表面加工がある。表面加工の一種である

答えよ 0

めっき処理により防食性を高めた鋼としてトタンやブリキがある

工せずに元素添加により耐食性を高めた鋼には

機械上学

(1)文章中の[11^~[1^に当て 1・士まる最も適釖な語句を語群とり選び二
の番号 記せ ただし 同じ語句を繰り返 L 用いてはならないこ
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q)文章中の11^ヨ●EI^の結晶構造の格子定数"を原子半御を用いて求
めよ 0

中

には0を
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